
102  ヘモフィルス・パラスイス感染症  （グレーサー病） 
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判定・ 

結果 

 

最終 

判定 
疫学調査、臨床検査の結果を基に、細菌培養試験、細菌性状分析、病理組織検査等の結果を

併せて総合的に判断する。 

その他 
 

 

(2)  臨 床 検 査 (1)  疫 学 調 査  

(3)  剖 検 

(7)  病 理 組 織 検 査 (5)  細菌培養試験 
 

(6)  細菌性状分析 
 

(4)  P C R 
 

(8)  免疫組織化学検査 

（死亡豚、鑑定殺豚） 

（主
要
臓
器
、
心
嚢
水
、 

胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
） 

＜分離培養＞ 

（＋）          （－）          （＋）          （－） 

（＋）          （－）          （＋）          （－） 



→類似疾病検査  

① 70 豚コレラ  ② 76 オーエスキー病  ③ 84 豚インフルエンザ  ④ 101 豚レンサ球菌症 
⑤ 96 豚胸膜肺炎  ⑥ 99 豚パスツレラ症  ⑦ 98 豚大腸菌症  ⑧ 100 豚マイコプラズマ肺炎 
⑨ 75 トキソプラズマ病  ⑩ 82 豚丹毒  ⑪ 73 サルモネラ症 
 

○ 病原体：Haemophilus parasuis 
 

(1) 疫学調査  

① 飼養環境の急変、輸送、気候の急変等のストレ

ス感作が発生要因となる。 
② 5～8 週齢の子豚に好発する。 
 

(2) 臨床検査  

① 一般症状の悪化 
② 発熱 
③ 神経症状 
④ 跛行（関節炎） 
⑤ 呼吸速迫 
 

(3) 剖 検 

① 脳軟膜の混濁肥厚 
② 心嚢、胸膜、腹膜における灰黄色の線維素付着 
③ 心嚢水、胸水、腹水の増量と線維素片の浮遊 
④ 関節滑膜の線維素析出と関節液の増量、混濁 
⑤ 甚急性例では病変に乏しいが点状出血が臓器

にみられることがある。 
 

(4) P C R 

PCR によっても H. parasuis の検出が可能であ

る 1), 2)。 
 

(5) 細菌培養試験（分離培養） 

① 主要臓器、心嚢水、胸水、腹水、関節液を使用

し、血液寒天培地または NAD（0.2mg/ml）添
加チョコレート寒天培地を用いて分離培養を行

う。血液寒天培地では、ブドウ球菌を同時に画

線培養する。 
37℃で 24～48 時間 5～10％炭酸ガス培養を

行う。 
② 灰白色、半透明の微小円形集落を形成する。

血液寒天培地上で衛星現象を示す。 

なお、分離菌は死滅しやすいので、速やかに

継代、同定する。 
③ NAD 添加ブロスによる増菌培養で分離率が高

まる。実質臓器から、および抗生物質投与個体

からの分離は困難である。 
 

(6) 細菌性状分析  

（分離菌の性状） 
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H. parasuis ＋ － － － － 
A. pleuropneumoniae d ＋ ＋ ＋ ＋ 

d：株によって異なり、＋は生物型Ⅰ型 
－は生物型Ⅱ型 

 
(7) 病理組織検査  

① 線維素性化膿性髄膜炎 
② 線維素性化膿性関節炎、心嚢炎、胸膜炎、腹

膜炎 
③ 甚急性例では敗血症性変化（腎糸球体、肝類

洞および肺毛細血管の線維素血栓） 
 

(8) 免疫組織化学検査  

病変部に細菌抗原を検出する。 
 

その他： 
（参考） 
一般農場では多くの豚が不顕性に感染して抗体を保

有しているため、血清学的検査の診断的意義は低い。 
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